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惯
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永
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釤
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.

十
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米
惯
調
節
の
.
當

否

十
一
、

一
時
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激
礴
の
豫
妨
法 

十
二
、
氽
久
的
賙
節
法 

.

十 n
r

 

結 

W

.'

■

七

来

價

の
|

時
的
下
落
の
-影

響

，

前
ニ
項
に
於
て
吾
人
は
米
價
の
一
時
的
並
に
永
久
的 

騰
貴
の
影
響
を
略
論
せ
し
が>
.
本
項
に
於
て
は
轉
じ
.て 

米
觸
のI

時
的
下
落
が
農
家
"
都
會
に
於
け
る
米
の
需 

用

第

並

に1

般
商
ェ
業
に
#

し
て
如
何
な
る
.影
響
を
及

溶
十
.ー

號

,
ニ
四

ぼ
す
に
至
る
や
を
評
究
也.

ん
'^

欲
す
0 

.云
ふ
迄
も
な
く 

米
偾
騰
貴
の
際̂

於
け
る
ビ
同
じ
く
"
下
落
の
際
に
も

. 

其
結
果
が
下
落
の
程
度
に
依
办
て
異
な
る
可
き
も
の
な 

れ
ば
、
第
五
項
に
於
け
る
が
如
く
、

.

米
價
が
稍
々(

例 

j

へ
ば
：

1
:

割)

：
下
落
せ
じ
時
ビ
フ'
米
®

が

暴

落(

例
へ
ば 

五

割)

，
，
せ

し

ど

き

W
.

の
影
響
を
別
々
に
說
述
せ
ん
ど
欲 

す
。
：

'

1

割
下
落
せ
し
時
o

米
價
が
.1.

割
下
落
せ
マ」

す
る 

も
、
自
足
農
並
に
准
自
足
農
«
影
響
を
蒙
む
る
こ
ど
尠 

少
な
る
可
し
。
如
何
ビ
な
れ
ば
”
此
等
の
階
級
に
屬
す 

I

る
農
家
は
吾
人
の
假
定
に
依
れ
ば
市
場
に
供
給
す
可
き 

\

米
毂
を
^

せ
ざ
る
者
な
る
が
故
に
、
其
市
價
の
下
落
の 

一.
爲
め
大
な
る
痛
痒
を■

す
る>

 j

マ

j
6
A
i
y

ざ
る
を
以
て
な 

一
b
;
°

加
之
v

m

自
足
農
中
に
は
其
不
足
米
の
購
入
#
が 

米
價
の
下
落
の
爲
め
減
少
す
る
の
結
报
、
却
つ
て
多
少 

の
«
.
益
を
蒙
む
る
*
も
あ
る
可
しo

さ
れ
と
"
市
場
に 

米
穀
を
供
給
す
る
營
利
農
は
之
に
反
し
て
米
價
下
落
の 

爲
め
.表
少
0

根
失
を
襞
ひ
る
に
5>
る
可
し

此̂
微
失
の

程
度
が
米
憤
下
落
の
程
度
に
比
例
す
可
き
は
勿
論
の
こ 

ど
す
}

。
若
し
果
し
.
て
然
ら
ば
-

翌
年
.度
：の
.米
作 

は
此
等
營
利
農
の
手
控
の
爲
め
多
少
の
減
收
を
來
す
こ 

ど
あ
る
可
し
。

翻

つ

て

米

價

が

稍

々

下

落

せ

し

^

&
都

會

に

如

阿

な

 

る

影

響

を

來

す

可

き

か

o

前

述

の

如

く

®

利

農

の

收

益

 

減
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す

る
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せ

ば
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級
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m

t
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る
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の

需

用
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诚

®

ら
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退

す

る

に

至

る

可

し

。

其

髂

用

減

返
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程

度

 

が

奢

侈

品

に
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て
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だ
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し

て

"

日

用

品

に
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も

輕

微

な

る
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菩

人

の

赘

言
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要

せ

ず

0

而

し

て
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1
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都

會

に
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け

る
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微

な
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す
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か

る
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し
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れ
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が

〗

ヶ

年
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来
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石
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1 1
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五
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圆
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し
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す
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J
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做
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せ

る

際

に

ぺ

米

價

が

一

割

下

落

せ

-

o
s

 

合

ば

い

,
1

ヶ

年

 

間
に
七
圆
，五
十
錢.を
節
約
す
る
を
得
れ
ど
、
普
通
白
米 

は

消

费

す

る

に

從

ぴ

少

許

宛

購

入

せ

S

る

\

も

の

な

る

を

.以

て
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1

ヶ

月

の

節

約
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炉
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十
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內

外
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し

ど

看

做
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こ

ピ

を

得

る

な

ら

ん

宇
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■
因

是

觀

之
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價

の

輕

微

な

る

(

例

へ

.ば

一

割

〕

の

下

 

落

は

結

局

一

般

商

X

業

界

の

®

氣

に

對

し

て

些

細

.の

影

 

響

を

與

.ふ

る

に

過

ぎ

ざ

る
.可

し

o

如

何

W

な

れ

ば

、

營

 

利

農

收

益

の

減

少

は

貨

物

の

®

用

を

多

少

減

退

す

る

の

 

傾

向

.を

荷

す

る

€

同

時

に

、
：

1
方

に

於

て

は

商

工

階

級

 

は

白

米

購

買

に

於

て

節

約

せ

る
.所

を

幾

分

か

他

の

貨

物

 

の

臌

入

に

*

つ

可

き

を

以

て

、

多

少

此

傾

向

を

緩

和

す

 

る
こ
マ

J

あ

る

可

き

を

以

て

な

ぅ

o 

,

米
偾
の
暴
落
せ
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ぎ
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米
«?
が

之

に
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し

て
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例
べ
ば
五
割
方)

せ
み
ビ
せ
ば
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如
何
な
る^:
果
を

龄
十
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鲂
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卷C
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三
ニ
〇)

雜

錄

米
僳
隅
節
密
赍
會
の
股
邋
じ
就
て
 

纸

十

ー

被
1
T
:ハ
.

來
れ
す
可
き
か
？

«
ふ
に
自
足
農
並
に
淮
8
足
||
に
對 

し
て
は
米
價
の
暴
落
は
犬
な
る
影
響

•を與
へ
ざ
，る
可

' 

し
。
米
價
が
暴
落
せ

•ば
、
、
他

の

^

物

の

市

價

も

亦

甚

だ 

し
ぐ
低

’落
す
可
ぐ
，從
つ
て
此
等
自
足
農
，雕
自
足
農
中 

米
穀
以
外
の
穀
物
を
生
產
販
資
す
る
奢
ぁ
ら
ビ
せ
ば
"

\ 

是
等
は
多
大
の
损
失
を
蒙
ひ
る
に
至
る
可
き
も

"
米
價
，
一
 

暴
落
の
際
に
は
通
常
野
菜
果
物
等

0'
«
用
の
增
加
を
怦I 

ふ
も
の
な
る
を
以
て

"
此
等
の
貨
物
を
副
業
ビ
し
て
産
.\ 

出
せ
る
者
は
此
方

®.
に

.於
け
る
所
得
の
增
加
を
以
て
幾|

分
か
雑
穀
の
販
賣R

於
て
失
ふ
所
を
補
ふ
こ
ビ
を
得
可

I

し
？ 

.
 
,
 

. 

. |

之
に
反
し
て
、
營
利
農
は
米
價
暴
落
の
爲
め
互
額
の’ j  

掼
失
を
蒙
む
る
可
く
、
.少
ぐ
ど
も
從
前
の
貨
幣
所
得
は
一 

激
減
す
る
に
至
る
可
しo.而
し
て
其
結
果
は
翌
年
度
に
一 

S .
1'
-
る
手
控
な
6
、
延
ひ
て
收
糉W
炙
大
の
•影
響
を 

與
ふ
る
こ
ビ
办
る
な
ら
ん
か
？

翻
つ
て
都
會
に
於
て
急
激
な
る
米
價
の
低
落
が
如
何 

な
る
結
染

.を
: ?
.す
可
き
沪

€
云

.ふ
に
、
上
述
の.如
く
、
， 自

足
農
並
に
准
自
足
農
は
孰
れ
に
し
て
一
も
軍
に
輕
微
の 

影
響
を
受
ぐ
る
に
過
ぎ
ざ
るに
反
-
^
、
營
利
農
の
食
幣
、 

所
得
は
激
減
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
を
以
て
、
、都
會
の 

供
給
す
る
種
.々

の
エ
藝
品
に
對
す
る®

等
營
利
m

の
#
 

用
も
亦
激
減
す
る
に
至
る
可
く"

殊
に
農
夫
の
都
市
遊. 

覽
を
目
.的
ど
ぜ
る
旅
宿
、
其
他
の
饑
寒
は
：
1

太
打
骤
を 

蒙
む
る
な
ら
‘ん
o 

, 

,

:

勿
論
，

f

方
米
穀
の
需
用
渚
れ
る
商
工
階
級
等
は
米
價
、
 

の
暴
落
に
傲h

て
&

米
膦
入
費
を
大K

節
約
し
得
る
結 

粜
"
，他
の
貨
物
を
湯
ょ
ぅ
も
多
く
需
用
す
る
に
缉
る 

可
き
を
以
て
、
營
利
農
の
！

i

用
減
退
は
多
少
之
に
依A

 

て
中
和
せ
£

る

、
な
&

ん
も
9
全
く
相
殺
せ

ら
る

‘

y
が 

如
き
こ
：ど
：あ̂

V
H
」

る.

可
し
。
，.赢
者
或
は
農
段
の
失
ふ
所 

は
是
れ
即
ち
市
民.

の
利
す
る
所
な
る
，を
以
て
、
米
毂
以 

外
の
貨
物
に
.對
す
る
全
國
民
の
需
用
は
何
等
の
默
饗
を 

蒙
む
る
可
き
の.

理
な
き
に
非6

ず
や
ビ
云
は
ん
。.

さ
れ
，

ど
"

吾
人
は
.農
.夬
の
大
穸
數
は
通
常
收
櫻
期
ょ6

翌
年
：
 

赛
期
迄
の
.間
に
於
て
餘
剩
，米
を
賣
却
す
る
も
の
に
し
て

中
に
は
收
稷
前
R
於
て
す
ら
®
渡
を
豫
約
，す
る
^
わ
4 

て
、
從
つ
て
營
利
農
の
貨
幣
所
得
は
比
較
的
少
期
間
に
. 

入
手
せ
ら
る
、
も
の
な
る
^
反
し
，
米
穀
の
需
用
者
淡 

1

年
間
に
ー
且
ぅ
て
時
々
必
喪
に
應
じ
て
之
を
|1
入
す
る
■ 

も
の
な
る
の
事
實
を
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
0

故
に
、

一
 

fl
s
-
A
R
l
年
間
を
平
均
せ
ば
、
米
债
の
暴
落
忙
依
ぅ
て 

營
利
農
の
失
ふ
所
^
市
民
の
節
約
す
る
所
<£
:
は
略
一
致

\ 

す
る
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
な
れ
ど
"
或
る
一
定
の
時| 

期
"
殊
に
收
權
期
ょ
办
雨
三
ヶ
月
の
間
に
於
て
は
營
利
ド 

農
の
失
ふ
所
は
同
期
間
に
於
て
市
民
の
刺
す
る
所
S
は 

大
に
懸
隔
あ
ぅ
て
"
此
蝥
額
あ
る
が
爲
め
に
、
其
期
間 

に
於
け
る
製
造
品
の
需
用
を
激
減
せ
し
む
る
^
至
る
も 

の
な
6
ど
す
o
而
し
て
此
貨
物
需
用
の
急
激
な
る
減
退

\

 

は
貨
物
生
產
の
收
縮
を
髏
し
、
其
紱
果
、
原
料
並
に
勞

\

 

働
の
辦
用
の
減
少
を
誘
致
し
"
遂
に
吾
人
の
不
最
氣
ど 

名
く
るj

般
逢
業
界
の
病
態
を
現
出
せ
し
む
る
R
至
る 

も
0

f

 

5
す
。
.勿
論
米
價
の
暴
騰
が
夏
期
に
.突
發
せ 

ぅ
ビ
^
は
”
上
述
の
如
き
現
象
を
生
中
る
i

'̂
稀
な

6

-0
如
何
ビ
な
れ
ば
、

‘芨
期

於̂
て
農
家
が
米
穀
を
賀

，. 

却
す
る
こ
ビ
稀
な
る
を
以
て
、
興
.暴
落
が
收
權
後
迄
持 

續
せ
ざ
る
限

h
ft
農
家
は
多
少
の
例
外
を
除
き
^
し
れ 

る
影
響
を
蒙
む
る
こ

i
な
か
る
可
し
0 

r

八
泶
價
の
永
久
的
下
落
の
影
響 

米
惯
は
變
動
常
な

.き
も
の
な
れ
ざ
も
、
明
治
初
年
以 

來

'の
傾
向
を
觀
る
に
、
永
久
的
は
騰
貴
す
る
の

*
#
を 

持
續

‘せ
る
が
如
く
な
る
を
以
て
"
內
外
忙
於
け
る
米
穀 

の
！i

用
供
給
に
一
大
變
動
な
き
限
ぅ
ノ
近
き
，紙
來
に
於 

て
從
前
の
傾
向
をi

變
し
'て
永
久
的
に
下
落
す
る
に
至 

る
が
如
き
こ

わ̂
ら
ざ
る
可
し

o然
6

,
V
J
雖
も
、
米
作

' 

地
面
積
の
增
加
又
は
生
産
方
法
の
改
良
の
爲
め
米
產

« 

の
增
進
せ
る
結
果
ど
し
て
、
或
は
外
國
米
，の
品
質
改
良 

又
は

‘其
恨
格
の
暴
落
の
爲
め
外
國
米
の
輸
入
が

.頓
に
增

. 

加
，せ
る
の
結
果VJ

し
て
、
或
は
又
內
地
人
の
嗜
好
に
變

' 

化
を
來

.̂
米
の
代
ら
に
小
，麥
其
他
の
殼
物
を
常
食,1 

レし 

て
用
ゆ

:̂
灌
增
加
せ

' る
爲

.め
ぱ

> 
假
り
に
國
內
の
米

« 

が
十
九

# W

中
小
麥
0
市
惯
龙
下
落
せ
し
が
如
く
永
久
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漸
次
下
落
す
る
亿
受
る̂
;
せ
ば
"
如
何
な
る
影
響 

を
我
經
濟
界
に
及
ぼ
す
可
き
が
，
是
れ
次
に
吾
人
0

知 

ら
ん
ビ
欲
す
る
所
な
办
匕
す
。

一

惟
ふ
に
其
影
響
は
米
價
漸
落
の
原
因R

依
b

て
.ー
樣 

な
ら
ざ
る
な
&

ん
。
例
へ
ば
、
，米
價
が
耕
作
の
改
善
に 

基
づ
く
產
额
の
增
進
に
依§

て
_
致
せ
ら
れ
た
る
も
の 

な
ぅ
ど
せ
ば
、
農
民
中
此
耕
作
法
の
改
良
を
利
用
せ
る 

满
は
殆
ん
ど
何
等
の
影
響
を
蒙&

ざ
る
可
しo

如
何
ど 

な
れ
ば

*

此
等
の
麇
段
が
米
價
の
下
落
に
侬
$
て
失
ふ 

所
は
0

家
產
額
の
增
加
に
依
卜
て
偾
は
る
、
を
以
て
な 

>

9

0
之
に
反
し
て
無
智
、
頑
冥
又
^
無
資
力
の
爲
め
新 

耕
作
法
を
用
ひ
ざ6

し
農
民
は
從
前
<£

同

|

量
の
® ：
®
 

を
得
る
杞
も
拘&

す
，
其
市
價
の
下
落
せ
る
爲
め

】
大 

打

擊

を

蒙

む

^

^

祖

先

傅

來

の

田

地

を

失

ひ

小

作

人

ビ 

な
る
か
、
或
は
全
く
«
*
す
る
の
外
な
き
窮
境
に
陷
ゐ 

る>

 J

 

V

Jな
し
ど
ぜ
ざ
る：

な
か
。
.«

し
义
：米
1

の
漸
落
が 

耕
作
地
，の
增
加
に.
基
.
‘づ
ぐ
產
頟
0

.
增
進
に
：依
々
て
譲
成 

-

せ
ち
れ
た
-るも
.

の
な
h

匕
せ
ば
b

農
民
中
最
も
不
利«-

。第
十T

號

厶

厶

八

る
狀
態
0

.
下
に
於
で
'
米
作
に
從
事
.せ
る
潜
は
收
支
和
償 

は
ず
し
て
_

鳅
を
捨
て
箅
盤
又
は
，規
矩
を
執
ら
ざ
る
を 

得
ざ
る̂

至
.
る
や
も
测
&

れ
ず
0

節
開
地
は
多
少
の 

勞
働
を
吸
收
ず
可
き
は
^
論
なK
Vど
*
も
、
米
價

]̂
客 

|

の
程
度
が
內
地
米
の
輸
出
を
刺
敗
す
.る
に
觅
ら
中
し
て 

y

旣
往
に
於
け
る
が
如
ぐft
地
米
の
殆
ん
ど
全
額
が
依
然 

一
ど
し
て
國
內
に
於
て
消

#

せ
ら
る̂
:

せ
ば
、
農
民
中
の 

一
部
劣
等
潘
は
農
業
外
に
驅
逐
せ
ら
る
、K

茧

な
Rr
- 

\

し
◊
さ
れ
ば
米
產
額
の
膨
脹
が
耕
作
法
の
改
良
に
依
り 

|

て
誘
致
せ
&

れ
た
る
に
も
せ
ょ
"
將
た
又
耕
作
而
樹
の 

增
加
に
依
り
て
釀
成
せ
ら
れ
た
る
に
せ
ょ
、
之
に
基
づ 

く
米
價
の
漸
落
は
一
部
農
民
の
ム
時
的
困
窮
を
麟
し
.、 

此
等
の
人
を
し
て.
遂
'
に
商
エ
蒸
於
に*

ら

ざ

，る

を

得

ざ 

)

ら
し
む
な
こ
ど?>
:

る
>
可

し
0

’若
し
果
し
て
然
ら
ば
、
都 

'
市
に
於
け
•
る
勞
働
の
供
給
增
加.し

て

-

賃

銀

を

低

落

せ 

し
む
る
0'

結
果
^
_
呈
す
'可
き
.も
、
.■米

價

：の

下

落

は

^

少 

:質
餵
の
：下
落
を
償
ふ
可̂
^

" 

低
落
^:h

i

 

寒
^

^

戟
す
:̂
'
の
.
.効
»

を
有
す
.る
、も
.の
な
：る'を
'記
1*
.せ

雜

錄
米
儇
爾
雜
靈
贫
戬
經
ば
就
ャ

ざ
る
”可
.か
^
.
.

sv

ず
o 

:

次
，に
來
©

の
漸
落
が
品
«,

叹
改
蕃
又
は
價
格
’の
暴
落 

R

基
づ
ぐ
多
量
の
外
米
輸
入
に.依
6

て
誘
致
せ
ら
れ
た 

る
も
の
な
-
^/J

サ
ば
"

此
.安
價
な
る
外
.米
ミ
競
辱
し
得 

る
«

te
0

下
に
ft

作
に
從
事
せ
る
遨
を
除
き
て
は
內
地 

の
農
思
は
甚
大.な
る
打
撃
を
蒙
む
-
^
英
國
の
農
業
が 

小
麥
の
下
落
に
依
り
て
衰
微
せ
し
が
如
く
"
我
國
の
農 

業
、
少
く
ビ
も
米
作
業
丈
は
疲
弊
す
る
に
茧
る
こ
^
な 

し
"/j

せ
ざ
る
な
ぅ
。
而
し
て
其
結
果
は
假
令
英
國
の
如 

く
我
國
を
工
業
國
化
す
る
に̂
ら
ず
^

す
る
も
、
獨
逸
. 

の
如
く
永
久
に安

！
！

な
る
食
料
品
の
獨
立
を
維
持
す
る 

こ
ど
困
雛
な
る
に
至
も
し
む
；る
や
も
知
る
可
か
ら
ず
0 

最
後
に
食
物
に
對
す
る
我
國
民
の
嗜
好
が
：假
$

に
：推
移 

し
て
小
麥
を
常
食
マ
し
す
る«
?«

出
せ
る
結
果
ビ
し
て
、 

米
價
が
漸
落
す
る
の
傾
向
を
生.じ

れ

せ

ば

、
如
何 

な
る
影
響
を
實
業
界
に
：及
ぼ
す
可
き
か
。
若
し
米
.の
需 

用
減
少
し
、
小
麥
の
需
用
增
加
す
る
：に
從
ひ
，
.
農
家
が
' 

漸
次
米
穀
の
代
♦

に
小
麥
を
生
產
す
る
ど
せ
ば
、
我
農 

館
九
卷
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業

は-
さ
...‘-
^
打

る

影

響

を

蒙

；
^

ざ
る
な
ら
ん
o

で
れ
ざ
、 

蓊

し

我

國

，の

風

土

小

麥

'の

生

產

に

適

せ

ざ

，る

爲

め

に

、 

小
：麥.の
，
需

用

顧
0

大

部

分

：が

外

國

ょ

ぅ

：輸

入

せ

&

る
>
 

S

せ
ば
、
典
影
響
は
上
文
に
於
て
論
じ
れ
る
多
量
の
外
. 

國
米
輸
入
の
結
果S

異
な
&

W

る
可
し
。

.

.
九

^
11
の
將
來 

前
數
節
に
於
て
吾
人
は
米
價
變
勸
が
如
何
な
る
結
來 

を

呈

す

可

き

か

，を

略

論

せ

し

が

 

> .今
や
進
ん
で
其
變
動 

は
之
を
肖
然
の
成
行
紀
任
す
可
き
も
の
な
る
か
、
將
れ 

又
其
變
動
.を

未

然

に

防

ぎ

以

て

之

ょ

り

生

^

可

き

稱

 々

の
弊
書
に
對
ムP

豫
防
策
を
講
ず
る
を
可
ヾ
し
す
る
か

% 

而
し
て
若
し
豫
.防
策
を
_
ず
可
き
も
の
な
^
^

J

せ
ば
 ゝ

如
何
な
る
方
.法
が
：
最

も

適

當

な

る

か
を
討
究
せ
ん
ヾ」

欲 

す
る
も
の
な
る
が
、
此
間
題
を
論
鼓
す
る
前
に
先
づ
米 

價
が
0

^
如
何
な
る

變
動
を
蒙
む
.る
_可
き
か
を
«
_
す 

る
こ
^
を
要
す
o
如
何VJ

な
れ
ば
。
米
價
の
調
節
は
將
來 

の間題なて、其調

®
策
も
亦
將
來
の
豫
想
来 

價
を
基
礎
S
し
..て
講
焚
す
可
き
も
の
な
れ
ば
な
K
v
o M
.
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各
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節
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ゼ
案
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す
る
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策
の
前
提
^
せ
る
將
來
の
豫
想
米
價
が
實
際
に
遠
き
も 

の
な
ら
ば
、
其
硏
觉
は
徒
勞R

屬
す
る
.
ど
こ
P
る
可
し
o 

:

上
文
に
も
示
し
た
る
が
如
く"(

第
七
a

西

三

ホ
U
 

，.頁)

米
價
は
年
々
多
少
の
騰
落
ぁ
卜
て
、
’其
變
動
時
に 

•二
三
割
に
達
す
る
こ
ビ
わb

p

左
に
明
治
三
十
三
年
ょ 

^

大
正V

I

年
迄
の
来
價
铋
動
率
を
示
さ
んo 
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據
れ
ば
ハ
十
三
年
間
に
米
®

の
騰
貴
せ
し
こ 

>し■九
®
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T

落
せ
し
こ
ビ
掏
囘
に
し
て
前
年
度
に
北
し 

T

米
價
が
_
1.割
双
^

變
動
せ
し
こ
ビ
七
囘
に
し
て
、j 

:
割
以
上
變
動
.せ
し
こ
1

ハ
囘
に
.上

ミ
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中
一

度
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割
騰
貴
し
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一
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貴
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旣

往

に

於
.̂

る
来
價
の
變
動
は
斯
く
の
如
く
頻
繁̂ 

し
て
"

乂
斯
く
0

如
<

激
烈
な
る
が
"
若
し
過
去
に
於 

け
る
吾
人
の
經
驗
を
以
て
將
*
を
卜
す
る
こビ
を
得
る 

も
の
な
り
ど
せ
ば
’"
人
爲
的
に
之
を
調
節
せ
ざ
る
限
ぅ 

今
後
も
從
前
の
如
ぐ一

高

1

低
常
な
ら
ざ
る
可
しo 

■

米
價
は
斯
ぐ
の
如
く.1

時
的
'變
動
を
免
が
る
>
こ
ど 

能
は
ざ
る
も
の
な
る
が"

將
來
の
米
®

は
過
去
.に
於
け 
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が
如
く
永
久
的
は
騰
貴
す
る
の
傾
向
を
持
續
す
可
さ 

い：か
，
：將
た
又
下
落
す
る
の
趨
勢
を
有
す
可
き
か
o 
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落
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般
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價
騰
落
の
影
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を
蒙
む 

る
も
の
な
れ
诚
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被
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永
久
的
下
落.せ
ば
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落
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さ
れ
ど
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鑛
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に
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に
麗
獏
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の
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を
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を
議
懇
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ら
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狹
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ら
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縣
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右
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又
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落
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を
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激
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濟
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落
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す
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節
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猶
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.
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落
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«

に
^

し

..て

決 

し
て
安
©

な
合v

j

云
ふ
こ

ぜ
能
は
ざ
る
を
記
憶
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落
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。
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0

X

米 

,
穀
供
給
の
，不
足
せ
る
年
に
於
て'米
價
の
潋
騰
ず
る' 

大 

M

因
は
我
國
民
.が
米
價
の
：高
低
に
.拘
は
ら
ず
主
要
食
料 

は
內
地
.の
み
^

產
す
る
白
米
れ
ら
ざ.る
，
べ
か
.
&

ざ
る
^

I. 

の
速
信
を
抱
.け
る
が
故
な
れ
ば
、•牢
搗
米
、
玄
米
> 

大
，
 

麥
ノ
小
麥
>

S

類
等
の
有
す
る
優
秀
な
る
營
養
價
値
に 

關
す
る
辨
識
を
普
及
し
て
，
漸
次
少
くS

も
國
民
の̂

數
'が
牟
素
ょ.&
時
冷
S

の
穀
物
を
代
用
品̂
し
て
.用
.I 

ゆ
る
風
料
を
馴
致
し
、
米
穀
0

不
作
に
際
し
て
何
等
の
一 

犧
牲
を
威
せ
ず
し
て
此
等
代
用
品
を
常
用
す
る
こ

ビ
を 

得
せ
し
め
ば、
.

，

其
結
果
は
單
に
米
價
の
暴
騰
を
未
然
：に 

防
ぎ
、
舊
矜
を
：脱
す
る
-こ
ビ
能
«

ざ

るi

部
米
食
鑛
拜

動
*

を

之̂

依
h

て

增

進

す

な

を
#

る
^

$

る
.
'べ
；
し

？

' 

十H
:

永

久

的

調

蜃
' 

:

,
1

の
雛
％
所
に
據
れ
ば>

米
價
の
永
久
的
調
節«

 

其-

の
漸
落
を
目
的：.vj

す
べ
：き
な'
ぅ
。
米
價
を
し
で
.濑
爽 

一
低
落.

せ
し
む
，る̂

は
、
1
、方
^

於

て

前

項

に

述

'べ

ね

る 

が-

如

ぐ

米

穀

の

：
代

用

品

.

の
消
#

を
獎
勵
し
*
以
て
米
穀 

需
用
の
增
進
をS

ぎ
、
同
時
忙
：1
方.

に
於
て
其
生
產
を
：
 

一
»

«

せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
す0

而
し
て
米
產
類
を
增
加 

せ

し

む

從

前

政

府

の

採

办

來

'れ
る
耕
地
整
理 

の
獎
勵.
を
繼
續
す
る.

以
外
^T

肥
料
の
改
良
、
耕
作
法 

の
改
善
を
懲
慂
す
る‘
の
み
な
&

ず
、
有
利
な
る
未&

地
：
 

の
開
墾.

に
便
宜
：を.

與
.ふ
る
ざ
同
時
に
舊
耕
作
地
を
絢
汰 

し
，
優
等
地
の
み
を
使
用
し
劣
等
地
は
畑
或
は
他
の
目 

的
に
刺
用
す
る
こ
ビ
を
獎
勵
す
る
等
の
數
策
あ
b
o
 

#

者
或
は..

米
偾

’を
漸
落
せ
し
め
な
ば
、

'
&

な
き
だ
.に 

旣
に
囷
窮
せ
る
農
民.

は
：益
々
疲
弊
®
憊
に
陷
ゐ
る
に
至 

る.

べ
しV

J
,

云

，
ふ

や

も

，
测

6

麵
け
れ
；ど
、
菩
人
は
農
域
を

- 

潤
ほ
す
も
の
は
高
き
米
價
に
非
ず
し
て
、
高

.

か
_
_
な

?

m

 

5

九

潘
の
困
窮
を
救
ふ
，
0

み
^

正
ま
&

す
し
‘
て
，
.
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.
第

九

卷

:

(

1
三
三
四)

雜

る

を

記
憶
せ
ざ

る

八
か

ら

ず
o

假

令

米

馏

が

一

一

十

圓

臺 

を

維
持
す
る

も
、
生
產
费
が
若
し
十
九
倒
に
上
ら
ば
、 

農
家
の
#

る

所
甚
だ
®
少
な
る
ベく 
•

«

れ

に

反

し 

て

叚

其

市
®

十
圆
.に
下

る

^
も
生
產
潰
に
し
て
八 

圓
內
外
な
ら
ば
、
.農
失
の
利
潤
は
却
つ
て
市
價
の
高
き 

ご

き

よ

り

も

其
舉
高
し
ビ
云
は
ざる

ベ
か
&

ず
。
而
し 

て
肥
料
の
改
良
、
耕
作
法
の
改
善
、
耕
地
整
理
"
耕
地 

.の
洶
汰
等
は
皆
生
康
费
の
輕
減
を
助
長
す
る
も
の
な
る 

を
以
て
"
市
惯
の
漸
落
に
依
ぅ
て
生
す
る
掼
失
を
之
に 

.依
ぅ
て
憤

ふ

こ

V
J

を
得

す

ビ

云

ふ

能
は
ざ

る

な

加
之
"
農
家
の
所
得
は
決
し
て
来
作
の
利
潤
の
み
よ 

6

成
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
是
れ
以
外
に
畑
地
よ
b

生 

ず
る
利
潤
"

漁
業
"

收
蓄
1

養
蠶
其
他
種
々
の
副
業
の 

刹
益
ゎ
る
を
以
て"

米
作
法
の
改
#
に
依
り
て
生
す
る 

勞
カ
の
餘
裕
を
益•々
是
等
副
業
..に
利
用
せ
し
め
：
"

假
i
 

E

田
地
よ
A

生
ず
る
利
満
の
減
少
す
る
が
如
き
こ̂
6
 

ら
ば
之
.に
依
り
て
其
惧
失
を
補
'塡
せ
し
む
る
こ
ヒ
を
得 

さ

る

に

涉

ざ
&

る
炉
。 

/
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結.霄
 

.
要
す
る
に
吾
人
は
米
價
の
變
動
を
自
然
に
任
か
せ
す 

し
て
"
之
に
對
し
て
國
家
が
相
當
の
救
濟
策
を
請
中
べ 

き

も

の

な

信

ず
o

.
而
か
も
其
救
濟
策
た
る
や
事
發 

後
に
施
す
べ
き
も
の
た
ら
す
し
て
、
事
前
に
米
馏
の
暴 

.騰
暴
落
を
防
遏
す
る
も
の
な
&
ざ'る
べ
か
ら
す
。

米
價
の
激
變
は
東
候
の
徼
變
に
之
を
比
す
る
こ
ビ
を 

得
ん
かo.

满

氷

；

|

れ
び
泉
水
を
聞
さ
ば
倉
皇
ピ
し
て
寒 

を
熱
海
に
避
け"

栂
雨
漸
や
く
歇
ま
ん
^
せ
ば
遽
かR 

去
つ
て
箱
根
の
客
舍f

凉

を

容

る
>が
如
き
は
身
®
を
•
 

鍛
練
し
て
氣
候
の
激
變
に
對
す
る
抵
抗
力
を
養
成
す
る 

:

所
以
に
非
ずo

而
、か
も
、
我
國
の
如
き
寒
暖
の
羞
六
七 

十
度
に
上
る
國
に
於
て
靡
真
秋
冬
闕

1

の
衣
服
を
用
ゆ 

る
も
亦
往
を
衛
る
の
法
を
得
れ
りS

云
ふ
こ
，ビ
を
得 

t

又
氣
溫
が
數
十
時
間
內
に
十
數
度
.の
激
變
を
來
れ 

し
れ
る
ビ
き
に
、
衣
服
を
改
め
ざ
る
が
如
き

6

&

ば
、. 

白
柄
組
式
の
人
に6

&

ざ

る

も
の
は
天
刑
を
蒙
む
る
こ 

ど.

な
しW
せ
ざ
る
な6
0

吾

人

が

四

季

其

服

裝

を

興

.に

.錄
來
慨
闕
節
密
资
會0
般
擺
1
1姚
.て

し
氣
a

の
激
璲
に
際
し
で
相
當
の
手
段
を
講
ず
る
は
f
i 

れ
取
$

も
直
さ
ず
、
吾
人
が
氣
候
に對
し
て
■1

種
の

a

 

節
手
段
を
採
れ
るに
外
な
ら
す

o
 :

若
し
果
し
て
然
ら
ば 

米
價
の
激
澶
に
對
し
て
も
吾
人
は
何
等
か
の
救
濟
策
を 

講
せ
す
し
て
可
な
&
ん
や

O

A

或
は
米
價
を
人
爲
的
に 

左
右
す
る
こS

を
得
ざ
る
は
尙
ほ
氣
溫
を
人
爲
的

R

調 

節
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
に
類
せ
ず
や^

陳
は
ん
ぶ
さ
れ 

と
吾
人
は
答
へ
て
日
は
ん
。
空
氣
の
溫
度
夫
れ
■自
身
を 

左
右
し
得
ざ
る
は
事
實
な
る
も
"
人
の
身
體
に

對
し
て 

空
氣
が
何
等
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
は
人
が
直
接
其
空
氣 

に
觸
れ
れ
る
ビ
き
な
る
を
以
て
"
.
吾
人
は
家
屋
並
に
衣 

服
の
刺
用
に
依
り
て
身
體
に
及
ぼ
す
空
氣
の
作
用
を
調 

節
す
る
も
の
な
々
マ

J

9
然
る
に
米
價
は
直
接
吾
人
に
影 

韃
を
及
ぼ
す
も
の
な
る
を
以
て
"
其
作
用
は
恰
炉
も
家 

麗
衣
服
を
通
じ
で
吾
人
の
身
體
に
影
響
を
及
ぼ
す
空
氣 

の
作
用
の
如
し
0
若
し
果
じ
て
然&

ば
、此
空
氣
の
作
用 

を
人
爲
的
に
調
節
し
得
る
以
上
、
米
: «

を
も
人
爲
的
に 

左
右
し
得
ざ
る.

の
理
何
處
に
か
在
るo

前
者
が
物
理
の

腐
則
に
違
反
せ
ざ̂

も
の
な
^

せ
ば
、
後
«
も
亦
之 

に
逆
行
せ
る
も
の
な-
 ̂VJ
云

ふ

こ

V
J

能
は
ざ
る
K

#

t
 

や
。
而
か
も
吾
人
は.空
氣
の
作
用
を
調
節
す
る
に
當&
 

て
惰
民
の
風
習
を
模
倣-
^
:へ
か
：&

ざ
る
ビ
同
じ
く
、
米 

價
の
調
節
に
も
現
內
間
の
實
行
し
"
又
懲
撤
せ
ん
ミ
せ 

\

る
が
如
き
牌
暑
避
寒
的
の
方
策
を
用
ゆ
べ
か
ら
ず
o

第 

十

T

節
に
於
て
吾
A

の
略
說
推
擧
せ
し
調
節
策
は
興
效 

カ
熱
海
の
暖
風
フ
箱
根
の
冷
味
に
及
ば
ざ
る
所
ゎ
4

ど 

雖
も
"
而
か
も
尙
ほ
國
设
を
し
て
經
濟
界
の
風
雨
亿
對 

す
る
抵
抗
力
を
增
長
せ
し
む
る
ど
同
時
に
其
天
炎
地
變 

を
未
然
に
防
遇
す
る
の
效
力
を
有
す
る
も
の
な
る
を
信 

t
M

rc

米
價
の
永
久
的
調
節̂

し

て

は

寧
ろ
其
の
漸
落 

を
理
想
ミ
す
ベ
き
なA
O

物
©

を
引
下
げ
ん
ビ
欲
せ
.ず 

し
て
却
つ
て
之
を
引
上
げ
ん
ヒ
する
は
.世
界
共
通
の
貨 

\

物
れ
る
小
麥
の
佳
質
ビ
我
國
の
特
產
物
た
る
米
穀
の
性 

.

質
ビ
を
混
同
せ
る
に
基
づ
く
誤
：れ
る
一
非
祉
會
政
策
れ 

る
^

過
き
ざ
る
な
>

0(

完)

附

言
0

紙
面
の
郤
合
と
服
締
/

切
の
切
迫
と
の
爲
め
政
府
が
米
. 

值

調

節

調

蜜

會

に

提

出

せ

し

鰌

案
！！

論

及

す

名

こ

と

.
能 

は

ざ

り

し

を

遺

憾

と

す

o「

此

_

案

に

對

し

て

It

他
日
機 

會
な
得
て
論
評
を
加
へ
ん
と
欲
す
o
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